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がん治療のひとつ、免疫療法で投与されるＩＣＩ・免疫チェックポイント阻害薬による
副作用に素早く対応できるよう、橋本市とかつらぎ町にある３つの病院がこのほど、県
内では初めてとなる連携チームを発足させました。 
「伊都橋本医療圏免疫療法サポートチーム」を立ち上げたのは、橋本市の橋本市民病院
と医療法人南労会紀和病院、かつらぎ町の県立医大附属病院紀北分院の３つの病院で、
この日、橋本市民病院で関係者が記者会見を開き発表しました。チームは、がん治療の
ひとつ、免疫療法で投与されるＩＣＩ・免疫チェックポイント阻害薬による副作用に連
携して取り組もうと、紀和病院の医師が呼びかけ発足したものです。チームは、それぞ
れの病院の専門診療科の医師や看護師、薬剤師などで構成され、患者の情報を共有する
とともに共通の対応マニュアルの整備などを進め、がん免疫療法による副作用の早期発
見と重症化予防を実現したいとしています。また、ＩＣＩ・免疫チェックポイント阻害
薬の投与歴が分かるように、お薬手帳に共通のシールを貼る取り組みも行っています。 
連携を呼びかけた紀和病院の梅村定司医師は、「今後、さらに連携を深めて、患者さん
が治療に専念できる環境づくりをしていきたい」と話していました。（テレビ和歌山ホームペ
ージより転載） 


